
R6年度 人生会議（ACP）の啓発に関する取組み

大阪府では、令和５年度に『いのち輝く人生のため「人生会議」を推進する条例』を施行し、更なる府民に向けた普及啓発と人生会議の
実践につなげるための取組を実施している。一方、昨年度実施した人生会議に関する認知度調査では、人生会議を知っていた方が11.1％
と府民の関心の低さが明確となった。
この調査を踏まえ、「第8次大阪府医療計画」（令和6年３月）においては、人生会議に関する認知度を計画期間中に２０％とする目標値

を掲げている。今年度は、府民の認知度向上に向けた新たな取組を推進している。

【「人生会議の日」に向けたSNS動画広告配信】

広報・周知動画を作成し、SNS等で配信

〇動画配信期間 令和6年9月1日から令和6年12月31日

〇動画の公開、広告配信媒体

☞X（旧：Twitter）「人生会議＠大阪府保健医療企画課」

☞ Instagram「人生会議＠大阪府保健医療企画課」

☞ TikTok「人生会議＠大阪府保健医療企画課」

☞ YouTube「大阪府保健医療企画課 在宅医療推進グループ」

※YouTubeは動画の公開のみ

〇動画の概要

漫画「みんなの人生会議」を

ベースに30秒の動画を作成

○実績：６８万人以上（延べ）が視聴（9月～１２月）

「人生会議の日（11月30日）」に向けた取組み

【「人生会議の日」に府民公開講座を開催】

「人生会議の日」である11月30日（土）に、「人生会議」を知って
もらい、実践いただくためのイベントを大阪梅田で開催

〇イベントの概要（マルホ株式会社との共催イベント）

☞日時：令和６年１１月３０日（土） 1３時～１４時３０分

☞会場：グランフロント大阪ナレッジキャピタル（RoomC01+02）

YouTube同時配信・アーカイブ配信

☞テーマ：「笑い飯哲夫氏と考えるあなたの人生会議」

☞第１部 マルホ（株）の主催講演（のえ皮フ科クリニック 荒金院長）

第２部 人生会議に関する講座、ディスカッション

・大阪大学大学院 樺山教授による講座

・笑い飯哲夫氏と樺山教授によるディスカッション

☞定員：１８０名程度

○実績：会場とWEBで約210名が参加

動画はこちらから ☞
ご覧いただけます

人生会議（ACP）

〇市町村への支援：開催費用の補助（講師謝礼、旅費、会場費等）

補助金申請状況：８市町

※大阪府のHPでも市町村のイベントを周知

〇他団体を含め、講師等の調整、啓発資材の提供を実施中

〇訪問看護師等対象に、人生会議の実践人材育成研修を実施

実績：２３回開催、1,1６２名受講

市町村等への取組支援

〇福祉部より高齢者施設等に対して、救急搬送時に活用する「情報共有

シート」のひな型を参考送付（4月、8月に送付）

〇救急業務高度化推進に関する部会（高度化部会 7月26日開催）

心肺停止患者の対応に関する府のプロトコル（手順）案を提示、→意見聴取

〇救対審において、高度化部会の状況を報告（9月11日開催）

〇令和7年3月の同部会において意見を反映した（案）を提示し再協議の予定

ACPを踏まえた高齢者救急に関する取組み

資料２－③

動画のイメージ



2

R6年度 人生会議（ACP）の啓発に関する取組み

参考：「人生会議の日（11月30日）」に向けた取組み

【「人生会議の日」に向けたSNS動画広告配信】（動画の概要）
※中学生のさくらが大好きなおばさんの死に向き合い人生会議の大切さに気付く

【「人生会議の日」に府民公開講座を開催】（当日の様子）

人生会議を知っていただく講座 笑い飯哲夫氏とのディスカッション 参加者との交流


